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研究成果の概要（和文）：本研究の主要な成果としては(1)「新興国」の台頭に伴うアジア地域秩序の変容の実
態を中国の「一帯一路」構想や東南アジア地域で進む交通インフラ整備との関連を通じて明らかにしたこと、
(2)1980年代から90年代のアジアの「開発国家(developmental state)」と現在の「新興国」の開発体制との比較
を通じて開発主義体制論を批判的に再検討したこと、(3)過去200年のアジア地域での国家形成プロセスを他地域
との比較を通じて明らかにしたこと、の3点である。

研究成果の概要（英文）：The rise of emerging states and economies such as China, India, Indonesia, 
Thailand, Vietnam, Brazil and Turkey have been fast changing the distribution of wealth and power, 
both globally and regionally.  The high economic growth of those emerging countries have also 
brought about enormous changes in their economic and social structures and led to the revolution of 
rising expectations in which people tend to take it for granted that their life would improve 
steadily and that their children’s life would be far better than they now enjoy. How has the rise 
of emerging states and economies been changing the global and the regional order in Asia and what 
political, economic, and social challenges those states are facing domestically?  This research 
group examines those questions both comparatively and historically and with its focus on Asia, 
especially Southeast Asia and China.

研究分野：東南アジア地域研究、国際関係論

キーワード： 新興国　国家形成・建設　世界・地域秩序変容　開発戦略　比較研究　開発主義体制論　マクロ比較史

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究計画は、研究代表者が、科学研究費
補助金による研究課題「中国の台頭と東南ア
ジア(平成 18年度から平成 20年度)」を研究
代表者として、「中国の台頭と東南アジア地
域の政治社会的変容‐国際関係、トランスナ
ショナル、社会(平成 21 年度から平成 23 年
度、研究代表者Hau Caroline Sy)」を研究分
担者として実施する中で、構想したものであ
る。前者の研究課題では東アジア地域秩序の
形成を歴史的に検討し、その構造的特徴が安
全保障システムと通商システムの緊張関係
にあることを明らかにした。後者では中国の
台頭にともない東南アジア諸国において華
人の政治経済的地位にどのような変化がお
こりつつあるかを明らかにした。本研究にお
いては、この二つの研究課題で得られた成果
を大きく発展させ、中国をはじめとする「新
興国」の台頭は世界・地域秩序にどのような
変容をもたらしつつあるか、これらの「新興
国」はなぜ、現に採用しているような国家建
設戦略と開発戦略を採っているのか、またこ
の二つの戦略の相互作用にはどのような特
徴があるのかを明らかにすべく、本研究計画
を立案した。 
 
２．研究の目的 
中国、インド、ブラジル、インドネシア等
の「新興国」の経済的台頭によって、近年、
富と力の分布は、世界的にも、地域的にも、
急速に変化しつつある。歴史的に見れば、「新
興国」の台頭による世界・地域秩序の変化は
これまで継起的に起こったことであり、その
ことは 19世紀半ばから 20世紀初頭にかけて
のアメリカ、ドイツ、日本の台頭、二つの世
界大戦、イギリスが主導した 19 世紀国際シ
ステムの崩壊とパックス・アメリカーナの成
立、さらには第二次世界大戦後の日本とドイ
ツの台頭、ソ連崩壊による東アジア、欧州地
域秩序の変容などに見るとおりである。本研
究は近年の中国をはじめとする「新興国」の
台頭によって、世界と地域の秩序の変容がど
のように変容しつつあるか、これを 19 世紀
半ばから 20 世紀初頭にかけてのアメリカ、
ドイツ、日本の台頭、第二次世界大戦後の日
本、ドイツの台頭などと比較しつつ、世界シ
ステム、地域システムの観点から検討し、「新
興国」の経済的台頭が、グローバル・ガバナ
ンスに持つ意義と効果を政策領域、地域毎に
明らかにすることを第一の目的とする。 
 本研究の第二の目的は、東アジアを中心と
する元植民地の国々(post-colonial states)の
国家建設・経済発展の比較分析を行うことで
ある。こうした国家の比較分析についてはチ
ャルマーズ・ジョンソンによる日本の開発主
義体制（developmental state）の研究以来、
それをモデルとした研究が実に数多く発表
されている。しかし、こうした研究が開発主
義体制として括る国家建設・経済発展の経験
は、世界史のある一定の条件下、ある特定の

地域に成立したものであって、それをすべて
開発主義体制として整理することが、どれほ
ど意味のあることなのかについては多くの
議論がある。そもそも国家形成を長期的な歴
史的文脈のうえで検討しようとしない国家
の比較分析は、あまり実りある知的作業とは
言えない。これに鑑み本研究は、チャール
ズ・ティリーに代表される国家形成のマクロ
比較史研究と開発主義体制論の批判的検討
の上に、「新興国」の国家建設戦略と開発戦
略の相互作用、国軍・官僚機構・政党の勢力
配置と国家建設・経済発展の関連性などを、
東アジア、東南アジア、中東、アフリカ等の
新興国とその予備軍となりうる開発途上国
を視野に入れ、比較の観点から体系的に分析
する。 
 これら二本の柱からなる本研究は、新興国
における政治と経済の相互作用を包括的体
系的に理解するための新しい研究枠組を創
造しようという本領域研究全体の目的達成
に大きく貢献するものである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、①日本国内での定例研究会の開
催と文献サーベイ、②海外での現地調査、デ
ータ収集、③資料・データの整理・分析、④
成果と進捗状況の共有・確認、⑤成果の公
開・発信を通じて遂行した。 
国内定例研究会は平成 25 年度に 4 回、26
年度に 4回、27 年度に 8回、28 年度に 3回、
29 年度に 3 回の計 22 回開催した。ここでは
本研究参加者が問題関心を共有し、研究の進
捗に応じて研究成果を共有し検討すること
で、研究の進捗管理をおこない、年度毎に研
究方針を再確認した。 
海外現地調査は東南アジア、中東、アフリ
カ、北米、ヨーロッパ等で実施し、資料館等
での公式・非公式文書の調査・収集、政治家、
官僚、実業家、シンクタンク・大学研究者等
へのインタビュー調査などをおこなった。 
収集した資料・データは各研究参加者が整
理・分析し、その結果は定例研究会を通じて
本研究班内で共有し、計画研究の成果として
随時論文や著作などの形で公開した。これに
加えて、本計画研究班で得られた成果は、総
括班が実施する研究会でも報告し、領域全体
で共有するだけでなく、他の計画研究班、と
りわけ計画研究C01との間では積極的に研究
成果の共有と意見交換をおこない、そこで得
られた知見やアイデアを本計画研究班の研
究内容の再検討などに活用し、計画研究単独
では成し得ない研究成果の達成を目指した。
また、年度ごとの研究計画については総括班
が開催する領域運営会議からの助言を取り
入れ、適宜見直しをおこなった。 
 
４．研究成果 
本研究は、中国、インド、インドネシア、
タイ、ベトナム、ブラジル、トルコ等の「新
興国」の台頭に伴い、世界秩序、地域秩序が



いかに変容しつつあるか、また、高成長に伴
って社会経済構造が急速に変化し、生活水準
改善について期待が膨らむ中、「新興国」は
どのような政治・経済・社会課題に直面して
いるか、この二つの大きな問題について、マ
クロ比較史的観点から「新興国」の国家形
成・経済発展、国際秩序、特にアジアの地域
秩序の形成を分析することを目的とした。   
本研究の成果としてはまず、領域の全体成
果として出版予定の英文叢書4巻の編集に本
研究班から３名が参加し、７名が「新興国」
の台頭に伴うアジア地域秩序の変容、開発主
義体制の再検討、国家形成の比較分析等に関
わる論考を寄稿していることが挙げられる。 
次 に 、 1980 −90 年 代 、「 開 発 国 家
developmental state」論との関係で大いに
注目されたアジアの新興工業経済地域
（NIEs：韓国、台湾、香港、シンガポール）
と「新興国」の開発体制の比較、中国の「一
帯一路」とアジア地域秩序の変容、新興国研
究と地域研究の架橋の可能性等をテーマに
セミナーや国際ワークショップを開催した。 
第三にオックスフォード大学医療史研究
グループと植民地国家建設の比較研究に関
する国際共同研究をおこない、その成果を英
文編著として出版すべく作業中である。 
最後にインドネシアのユドヨノ前大統領
と 25 時間に渉るインタビューを実施し、こ
れも一書として英文にて出版の予定である。 
 
５．主な発表論文等 
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